
様式第１号（第１０条関係） 

 

2020 年度業務実績報告書 
提出日 2021 年 1 月 15 日 

 

１．職名・氏名  学術教養センター助教・根田恵多      

 

２．学位  学位 修士（学術、専門分野 憲法学、授与機関 早稲田大学、授与年 2013 年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

教養特講 H（国際社会と法）（2 単位）1・2・3 年生 

②内容・ねらい 

国際社会の諸問題（領土、ジェンダー、人種差別、環境、戦争、AI など）について、「法的思

考」を用いて考えた。受講生が国際社会の一員として、様々な問題について主体的に考え、自

分の意見を論理的・説得的に展開できるようになることを目標とした。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

最近のニュースを導入としたり、映像資料を用いたり、映画やマンガ、音楽などのサブカルチ

ャーを取り上げることによって、受講生が「国際社会」を身近なものと感じることができるよ

うに工夫した。また、ワークシートを配布することで、受講生が授業内容についてのメモをと

り、教員が設定した問いに対する自分の見解を記すことを促した。各受講生が提出したワーク

シートに対して、毎回 Google Classroom 上でコメントを返すことによって、授業内容の定着

度の確認・復習ができるようにした。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

日本国憲法（2 単位）1・2・3 年生 

②内容・ねらい 

「実際に社会で生じている憲法問題について、自ら考え、自らの言葉で説明できるようになる

こと」を目標に、日本国憲法の主要な論点についての講義を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

教職科目であることも踏まえ、学校や教育現場における憲法問題を重点的に取り上げた。自ら

の言葉で論じる力を身につけることができるように、毎時間、憲法にまつわる実際の事件や架

空の事例についての問いを学生に投げかけた。Google Classroom で、その問いについて「自分

はどう考えるか」を記入してもらい、翌週の講義の際に受講生のコメントや質問を紹介しなが

ら論点についての解説を行うことで、アクティブラーニングの実践を図った。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

現代人権論（2 単位）1・2・3 年  

②内容・ねらい 

現代社会における種々の人権問題を多様な視点から分析し、その本質や解決策について解説 

した。授業は、オムニバス形式で、各回の講義は、法律、哲学、社会福祉など様々な学問分野 

の専門家が担当した。全 15 回のうち 5 回の講義を担当し、人権の基本理念と、現代的なトピッ

ク（多文化共生、忘れられる権利、貧困など）についての解説を行った。 



③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

「人権問題の解決策について自分なりの意見をもつ」という授業目標を実現するために、毎回

課題を設定し、受講生が現代的な人権問題について深く考えることができるようにした。人権

問題について多様な視点から考えることができるように、女性・子どもの人権の問題に取り組

む NPO 法人の代表など、3 名の外部講師を招いた。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

導入ゼミ（論理的な文章を書こう）（2 単位）1 年生 

②内容・ねらい 

大学生活で必要となる基本的な文章作成能力の習得をねらいとし、アカデミックライティング

についてゼミ形式で実践的に学んだ。一文一義、接続表現、論点整理、全体構成、参考文献と

いったアカデミックライティングの基礎について解説し、練習問題に取り組むことを通して、

受講生が学んだ知識を使いこなせるようになることを目指した。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

毎回 600 字程度の課題作文（例：「安全な社会と」は何か、福井県立大学のグローバル化を推進

するためには何が必要か、等）を出し、受講生に各回で学んだことを実践してもらった。全員

の課題作文を添削し、その中から 2～3 本を「模範文章」として選び、次の授業の冒頭で紹介し

た。その際、「模範文章」に選ばれる受講生が偏らないように、全受講生が 1 回以上選ばれるよ

うに配慮した。 

 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

教養ゼミ（法的に考える）（2 単位）1 年生 

②内容・ねらい 

法的思考の基本を身につけ、現実社会の問題について法的思考を用いて分析することを目標に、

ゼミを行った。授業の前半では、憲法・刑法・民法についての初学者向けの書籍を輪読し、討

論した。その後、各受講生の関心に沿って期末レポートのテーマを設定し、テーマに関連する

文献を輪読した。最後の 2 回の授業では、受講生各自に期末レポートの内容についての発表を

行ってもらい、質疑応答と教員からのアドバイスを行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

ゼミでの発表やレジュメの作成、レポートの作成に慣れていない 1 年生が対象の授業であるた

め、それらの基本的スキルを身につけられるように、初歩的な内容から丁寧に指導した。「法」

を身近に感じることができるように、福井地方裁判所での裁判傍聴・裁判見学も行った。 

(2)その他の教育活動 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

・岡田順太ほか編著『判例キーポイント憲法』（2020 年 4 月、成文堂）分担執筆 

 「21．牧会活動事件」「23．津地鎮祭事件」「26．保守速報事件」 

 

【1本】 

②学術論文（査読あり） 

 

【0本】 

③その他論文（査読なし） 

 

【0本】 

④学会発表等 

・「アメリカにおける政教分離の規範理論」比較憲法研究会 2020 年 7 月 25 日 

 

【1件】 

⑤その他の公表実績 

 

【0本】 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

2019 年～2023 年 日本学術振興会  科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

「社会的排除による権利侵害への憲法理論に関する横断的比較法的研究」（研究分担者） 

 

(3)特許等取得 

 

(4)学会活動等 

憲法理論研究会 憲法理論叢書編集委員（～2020 年 10 月） 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

オンライン公開講座 2020 「感染症・人類・社会～新型コロナウィルス感染症を考える 4 つの

視点～」第 3 回「コロナショックを法的思考で考える―安心・安全と人権保障の緊張関係―」 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

ハラスメント等人権問題に関する委員会（法律専門委員）（2020 年 9 月～） 

学術教養センター国際交流委員会（2020 年 9 月～） 

(3)学内行事への参加 

オープンキャンパスオンライン 2020（7 月 19 日） 模擬授業「感染症・人類・社会」 

(4)その他、自発的活動など 

 

 


